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研究成果の概要（和文）：本研究は「グローカリティ」という概念からなる理論的枠組みを用いて、「一帯一
路」構想（BRI）の安全保障構想としての側面に着目し、中国政府がいかにして新疆ウイグル自治区の安定的統
治を目指しているかを分析することを目的とする。三年間の研究を通じて結論は二点ある。第一に、中国政府の
新疆をめぐる安全保障政策は「広域中央アジア」という地域概念と枠組みに沿って実施されてきた。第二に、安
全保障構想としてのBRIを通じて、中国が新疆の安定を目指して取り組むテロ問題、サイバーセキュリティ、エ
ネルギー安全保障、海洋安全保障の各課題には相互関連性が存在するため、これら諸課題を複合的に分析する視
点が不可欠である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project has been to critically examine the 
security dimension of the Belt and Road Initiative (BRI) with a particular focus on Xinjiang through
 the lens of “glocality”. The principal finding of this project is that the Chinese government’s 
ongoing securitization of Xinjiang is a part of its broader security strategy towards Greater 
Central Asia (GCA). The second major finding is that, through the BRI expansion in GCA, Beijing has 
attempted to tackle a range of security-related challenges including Islamist terrorism, cyber 
security, energy security and maritime security. Overall, the findings of this research project 
provide insights into how China identifies, assesses and manages regional risks to achieve long-term
 stability in Xinjiang.

研究分野： 政治学、国際関係論、現代中国政治、中国－中央アジアの国際関係、ナショナリズム論、現代中国の民族
問題

キーワード： 「一帯一路」構想（BRI）　中国　中央アジア　反テロ政策　サイバーセキュリティ　エネルギー安全保
障　経済安全保障　海洋安全保障

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的独自性は、「グローカリティ」という概念からなる理論的枠組を用いて、安全保障構想としての
BRIが「テロ問題」、「サイバーセキュリティ」、「エネルギー安全保障」、「海洋安全保障」の各面から新疆
の安定にもたらす影響を分析する点にある。加えて本研究の創造性（学術的・社会的な波及効果）は、この理論
的枠組みは学問分野・地域を超えて一般化可能と考えるため、本研究によって得られる知見は様々に比較・応用
が可能な点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
新疆ウイグル自治区は、中国共産党のガバナンスの「最も弱い環」であるのみならず、特に近

年、国際社会からの関心が高まりをみせている地域でもある。新疆をめぐっては、2009 年に漢
族とウイグル族の大規模衝突へと発展した「ウルムチ事件」が生じたほか、2010 年代前半に生
じた「天安門広場テロ事件」、「昆明駅テロ事件」、「ウルムチ駅テロ事件」をはじめとするテロ事
件の頻発は国際社会に大きな衝撃を与えた。さらに目下、米中摩擦の文脈でウイグル族をめぐる
問題が焦点化し、新疆は国際政治経済の大きなうねりの中に巻き込まれている。 
テュルク系ムスリムのウイグル族が居住する新疆を統治するために中国政府が実施してきた

政策は、①経済開発、②安全保障、③民族政策の各面から構成される。経済開発面においては、
2014 年に入って中国政府は、新疆を「一帯一路」構想（BRI）の一翼を担う「シルクロード経済
ベルト（SREB）」の「核心区（core area）」と位置づけてきた。安全保障面においては、新疆に
脅威をもたらすテロ活動を抑止するために上海協力機構（SCO）の枠組みを中心とした反テロ政
策を推進している。また民族政策の側面においては、1949 年の中華人民共和国建国以来、少数
民族の居住区域を確定して自治権を与える民族区域自治政策が実施されてきた。ただし現状に
おいては、新疆の安定と発展を最優先に考える中国政府は、民族政策よりも経済開発と安全保障
を重視していると指摘できる。 
SREB の核心区としての新疆には、中国と各地域との連結性（connectivity）の観点から、鉄道

貨物輸送のハブ（ヨーロッパ−新疆−中国東部沿岸）、LNG 産業の集積・経由地（中央アジア−新疆
−中国東部沿岸）、石油産業の集積・経由地（パキスタン−新疆−中国東部沿岸）の三つの次元の役
割が期待されている。この中央政府の意向を受けて、新疆ウイグル自治区政府は SREB 構想の下
で「三通道（3つの道）、三基地（3つの基地）、五大中心（5つの中心）」という開発戦略に着手
している。3 つの道とは、①北京・天津から新疆を経由してカザフスタンとロシアに至る北路、
②上海から新疆を経由してカザフスタンに至る中央路、③広州・香港から新疆を経由してタジキ
スタンとパキスタンに至る南路を指す。三つの基地とは①石炭・石炭化学産業、②石油・天然ガ
ス産業、③再生可能エネルギー産業（主に風力と太陽光発電）を指す。五つの中心とは、新疆が
①交通・輸送のセンター、②貿易のセンター、③金融活動のセンター、④科学・教育のセンター、
⑤保健衛生のセンターとなる長期的展望を指す。 
ただし、習近平国家主席が BRI を提唱した 2013 年から現在に至る展開に鑑みるに、BRI を従

来どおりの広域経済圏構想という観点からのみ捉えていてはその本質を見誤ることとなる。す
なわち、安全保障構想としての BRI の特質を分析する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は以下の学術的「問い」を設定して、これを明らかにすることを目的とする。①現在の

BRI は、安全保障構想と経済圏構想とを兼ね備えた総合的構想と捉えるべきではないか、②新疆
の長期的安定を維持するために、中国政府が安全保障構想としての BRI に期待する役割は何か。
そしてこの問いのもとで、分析すべき新疆を取り巻く安全保障上の課題として、「テロ問題」、「サ
イバーセキュリティ」、「エネルギー安全保障」、「海洋安全保障」の 4つを設定した。 
従来の国内外の研究においては BRI の経済圏構想としての性質に着目するものが多い中で、

本研究は BRI の安全保障構想としての特色を、新疆を中心とした事例から分析する点が新しい。 
安全保障と経済開発の関係性をめぐっては、「安全保障－経済開発のネクサス」という概念が存
在するが、これは国連の「ミレニアム開発目標（2000 年）」（Millennium Development Goals）
をめぐる議論から発生し、2004 年に当時の国連事務総長コフィー・アナンによって提唱された
ものである。この概念において、安全保障と経済開発は不可分なほどに密接に関連しており、貧
困地域が経済開発の機会を得ること無しに、より安全な世界の実現はないとされる。この「安全
保障－経済開発のネクサス」の定義を新疆に当てはめるならば、①中国政府による安全保障の確
保無しには、新疆の包摂的な発展は実現しない、②中国政府が新疆のテロ問題に効果的に対処す
るためには、テロの温床となる中央アジアおよび新疆における貧困の削減と経済開発の促進が
不可欠である、と捉えることが可能である。中国政府にとって、新疆の安定的統治のためには、
安全保障と経済開発の両輪が欠けることなく必要であるが、本研究では BRI の安全保障面に重
点をおいて、新たな研究の開拓を試みた。 
 
３．研究の方法 
具体的に本研究は、以下の 5つの研究タスクを設定した。 
 

タスク①：理論的枠組みの作成・普遍化 
 本研究では、（a）グローバル・レベル（国家間関係、国際組織等）、（b）ナショナル・レベル
（国民国家）、（c）サブ・ナショナル・レベル（本研究では「新疆」を指す）の各レベルの相互
作用を包括的に分析する必要がある。そこで近年注目を集める「グローカリティ（glocality）」
の概念を用いて理論的枠組を作成する。グローカリティという概念においては（a）、（b）、（c）



の各レベルは相互依存関係にあり、あるレベルの事象を別のレベルの文脈から分析する事に適
している。各レベルの相互依存性・連続性を分析する事で、大局的観点に立った研究を目指すこ
とが可能となる。さらに以下のタスク②〜⑤の分析を通じて、この理論的枠組の普遍化を試みる。 
 
タスク②：テロ問題（新疆めぐる中国の反テロ政策）の分析 
 本タスクでは、新疆と隣接するパキスタンが、アフガニスタンと共にテロの世界的な中心地と
なる中で、国際的なテロ組織の流入を食い止める中国政府の反テロ政策を分析する。具体的には、
（a）中国の反テロ構造（反テロ法＋反テロ組織）、（b）新疆における対反乱作戦（人民解放軍、
人民武装警察部隊、新疆生産建設兵団、人民大衆からなる「四位一体」の共同防衛システム）、
（c）中央アジア諸国と連携した地域反テロ活動、（d）（a）〜（c）を支える BRI の SREB を通じ
た中央アジア・南アジア・西アジア諸国と経済開発プロジェクト、を分析する。 
 
タスク③：海洋安全保障の分析 
 BRI の一翼を担う「21 世紀海洋シルクロード（MSR）」の具体的な政策として、港湾建設、航路・
寄港地の拡大、石油・天然ガスなどの重要資源の確保などが挙げられるが、安全保障の観点から
は、中国が形成を目指す拠点をつなぎ合わせると、インドを包囲する真珠の首飾りのようにみえ
る。真珠の首飾りの一部であるグワーダル港は、新疆を核心区とする中国・パキスタン経済回廊
の不可欠な拠点となっている。そこで本タスクでは、（a）中国海軍のインド洋進出、（b）海外イ
ンフラ建設プロジェクト、（c）中国の港湾・ドライポートのネットワーク形成、の視点から新疆
と海洋安全保障の相互関係を分析する。 
 
タスク④：エネルギー安全保障の分析 
 中国は SREB を通じたエネルギー安全保障の観点から、新疆と国境を接する資源豊かな中央ア
ジア・ロシアで影響力を拡大し、資源確保を目指している。具体的には、（a）新疆を経由する形
で中央アジアおよびロシアで展開される、石油ガス田の開発・生産、パイプライン建設、製油所
の新設・改修、（b）新疆を核心区とする中国の再生可能エネルギー化と中国企業のグリーン・イ
ンフラ対外投資を分析する。 
 
タスク⑤：サイバーセキュリティの分析 
 本タスクは、中国の「デジタル・シルクロード構想（DSR）」を中心として、アジアのサイバー
セキュリティの現状を分析する。DSR とは、通信およびインターネット産業に焦点を当てた新型
の国際貿易のモデル形成を目指すものである。具体的には、新疆と周辺諸国の間における、（a）
電力網、光ケーブル、通信インフラ、データセンターの中国企業の対外投資プロジェクト、（b）
中国政府が推進する北斗衛星システムの拡大とアメリカの GPS 衛星との競争、を分析する。 
 
４．研究成果 
以下に各年度の研究実績状況を通じて、三年間のプロジェクトの研究成果を記載する。なお研

究の推進においては、研究協力者のコウォジェイチク－タナカ アレクサンドラ・マリア（田中
マリア）氏（秋田大学）の助力を得た。 
 
（1）2021 年度 
初年度にあたる 2021 年度は、タスク①、タスク②、タスク④を中心に研究を進めた。具体的

には、タスク①では、「グローカリティ」に関する研究状況を整理し、本研究で用いる理論的枠
組みの作成を進めた。タスク②では、（a）中国の反テロ構造（反テロ法＋反テロ組織）、（b）新
疆における対反乱作戦（人民解放軍、人民武装警察部隊、新疆生産建設兵団、人民大衆からなる
「四位一体」の共同防衛システム）、（c）中央アジア諸国と連携した地域反テロ活動、（d）（a）
から（c）を支える BRI のシルクロード経済ベルト（SREB）を通じた中央アジア・南アジア・西
アジア諸国との経済開発プロジェクト、の分析を進めた。タスク④では、（a）新疆を経由する形
で中央アジアおよびロシアで展開される、石油ガス田の開発・生産、パイプライン建設、製油所
の新設・改修、（b）新疆を核心区とする中国の再生可能エネルギー化と中国企業のグリーン・イ
ンフラ対外投資、の分析を進めた。 
本研究課題では、中国およびその周辺国（カザフスタン、パキスタン、インド、ロシア）の研

究者とのネットワーク構築も主眼の一つである。オンライン上の研究交流によって限定的なが
らも、これら各国の研究者との協力関係を強化できたことは、今後の研究推進の大きな礎となっ
た。加えて、本研究の成果発信を目的とするウェブサイト（「田中周研究室」）を整備し、日本語、
英語、中国語の各言語で研究成果を公開する場を整えた。 
 
（2）2022 年度 
2 年目にあたる 2022 年度は、タスク③、タスク④、タスク⑤を重視して研究を推進した。具

体的には、タスク③では、（a）中国海軍のインド洋進出、（b）海外インフラ建設プロジェクト、
（c）中国の港湾・ドライポートのネットワーク形成、の視点から新疆と海洋安全保障の相互関
係を分析した。タスク④では、（a）新疆を経由する形で中央アジアおよびロシアで展開される、
石油ガス田の開発・生産、パイプライン建設、製油所の新設・改修、（b）新疆を核心区とする中



国の再生可能エネルギー化と中国企業のグリーン・インフラ対外投資、の分析を進めた。タスク
⑤では、（a）電力網、光ケーブル、通信インフラ、データセンターの中国企業の対外投資プロジ
ェクト、（b）中国政府が推進する北斗衛星システムの拡大とアメリカの GPS 衛星との競争、を分
析した。 
特に英語を主体とする研究成果の発信を積極的に行い、国内研究協力者の田中マリア氏との

共著による英語論文“China’s Security Engagement with Greater Central Asia (GCA)”を
刊行できたことは、本研究課題の遂行において意義ある進展となった。 
 
（3）2023 年度 
本研究課題の最終年度にあたる 2023 年度は、タスク①、タスク④、タスク⑤を重視して研究

を推進した。具体的には、タスク④では新疆を核心区とする中国の再生可能エネルギー化と中国
企業のグリーン・インフラ対外投資の分析を進めた。タスク⑤では電力網、光ケーブル、通信イ
ンフラ、データセンターの中国企業の対外投資プロジェクトを分析した。さらにタスク①では、
タスク②からタスク⑤で得られた知見に基づいて、理論的枠組の整理を進めた。 
3 年間の研究を通じて、本研究課題に通底する 2 つのリサーチ・クエスチョン（①現在の BRI

は、安全保障構想と経済圏構想とを兼ね備えた総合的構想と捉えるべきではないか、②新疆の長
期的安定を維持するために、中国政府が安全保障構想としての BRI に期待する役割は何か）のも
とで、「テロ問題」、「海洋安全保障」、「エネルギー安全保障」、「サイバーセキュリティ」という
4つの安全保障上の課題を複合的に分析した。 
 
以上の三年間の研究を通じて、結論は二点ある。第一に、中国政府の新疆をめぐる安全保障政

策は「広域中央アジア（Greater Central Asia: GCA）」という地域概念と枠組みに沿って実施さ
れてきた。第二に、安全保障構想としての BRI を通じて、中国が新疆の安定を目指して取り組む
テロ問題、サイバーセキュリティ、エネルギー安全保障、海洋安全保障の各課題には相互関連性
が存在するため、これら諸課題を複合的に分析する視点が不可欠である。 
なお、以上の研究成果は、研究代表者（田中周）ならびに国内研究協力者（田中マリア氏）に

よる学術論文発表および国際学会報告等を通じて、学界と社会に広く還元した。 
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